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分類 分類により．第４紀堆積屈中のものは現生植
形は球・楕円・三角・四角式は多角形を呈物の属名を採用した自然分類の形式を用いて
し、また外形は往々不規則な肥厚をなすためいる。問題になるのは第３紀堆積層中のもの
に細状、症状の突起を生じて、植物の種類にである。
より夫々一定の特徴があることはすでに御承第３期堆積層の場合一般に米国では自然分
知の通りである。類の形式を用い、ドイツでは粒の大きさ、外
化石を鑑定する場合植物学的立場で行うか、、形、外皮模の模犠、花粉管孔の形や数による
応用的立場で行うかによって異って来る'､古．形態上の特徴をもとに新しい属名を用いた分
い時代のものは形態上の特徴を使用した形態類を行っている。すなわち、乱，PotOnieの
一７－
〔解説〕
微化石についてⅥ（花粉分析－その２）
熊商高林
Larix，Sequoia，Populua等が属する。
１ＩＩＡｂｔ・Ｓａｃｃｉｔｃｓ
Ｆ⑥r1噸enus：放り､閲ｌａｐｏｌＩｅｎｉｍｓ，Ｐｉｔ－
ｙｏｓｐ⑥ｒｉｔｅｓ
ⅣＡｂｔ・Brevax⑨ns
Fomlgenus：Stephanoporopollenites
（５．～６孔をもった花粉）
Ａｌnus，Zelkova等が属する。
ＶＡｂｔ・Asymmetres
Formgenus：Ｍ１ｌｔｉｐｏｒｏｐｏｌｌｅｎｉｔｅｓ
ⅥＡｂｌ・LongaXoncs
FormRenus：Ｔｒｉｃｏｌｐｏｒｏｐ０ｌｌｅｎｉｔｅｓ，
Tricolpopollenites（離孔粒形）
Aquifoliacca，lWrica‐
ｃｅａｅ等力掴する。
ⅦＡｂｔ・Massuloldes
Formgenus：Ｔｅｔｒａｄｏｐｏｌｌｅｎｉｔｅｓ
（集粒形）
言うまでもなく現存種に第３妃の花粉粒を
あてはめることは非常に困難であることを承
知しておいてほしい。
図は尾崎、藤両氏（１９５８）のものを使用
させてもらったことを記しておく。
〔次回第７回は花粉分析－その３について記
す予定です〕
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半自然分類とＰ．Ｗ・Thomson＆Ｈ､Ｄ・
Pflugの形態分顛であるが、彼等は自然分類
は全く採り入れていない。
我が国で行われている分類も、各研究者間
で統一的な方法がとられているわけでなく、
分類命名の問題については今後稔討すべき
ものである。Pflugの分類．命名が一般に
よく用いられているようであるが、一応徳永
重元博士の考えを紹介しておく。
第４紀：（自然分類）一般植物名の属名を
用うる。
新第３毎：（半自然分類）できるだけ植物
の属名を用うる。関連不明の場合はPflugの
分類による形態分類表現の属名を採用する。
大区分花粉の形態による
中・小区分（属種の位間に相当）
一般植物名による
古第３忽：（形態分類）純形態分類を用う
る。
形態分類の要点を記すれば次のようになる。
Ｐｏｌｌｅｎｉｔｅｓ
ｌ ｂｔ・Ｂｉｌａｓｅｒｅｓ
Ｆｂｒｍｇｅｎｕｓ：ＭｍｏｃｏＩｐｏｐｏＩｌｅｎｉｔｅｓ
ⅡAbt・Inapertures（無孔形）・
Formgenus：ＩｎａｐｅｒｔｕｒｏｐｏｌＩｅｎｉｔｅｓ
